
浦戸食堂 まりこ さんの カ レ
ー とそ の記憶

日 時 : 2 0 1 4 年1 2 月 2 0 日( 土) 1 4 :0 0 ～ 1 5 :3 0

会 場 : 宮城県漁業協同組合塩竃浦戸東部支部 (寒風沢畠)

マ リ ン ゲ
ー

ト軋釜 1 2 : 3 0 集合 / 寒風沢島 1 6 : 3 8 鯨齢乗船
･

僻撒

参加無料･ ( 要申し込み) ･ 交通費実費/ 定員 : 2 0 名 ( 先石順) / 企両 : 増田拓史 ( ア ー テ ィ ス ト)
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主催: ビル ド ･ フ ル ー ガ ス + 一般社団法人チ 方ノウ ラ カ ゼ コ ミ ュ ニ テ ィ ,
え ず こ 芸 術の まち創造

一

夫行委員会､ 東京 都､ 東京 文

化発信プ ロ ジ ェ ウ ト宅( 公 益財山一け去人東京都廊 ■裏釘ヒ財団 】ハ催: 塩蒸市 運営 : つ な が る 津プ ロ ジ 工 ク ト運営委員会


